
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

４
月
29
日
、
仙
北
地
区
暴
力
追
放
推
進
委

員
会
、
仙
北
市
防
犯
協
会
、
仙
北
市
少
年
保

護
育
成
委
員
会
、
仙
北
市
防
犯
指
導
隊
な
ど

に
よ
る
「
暴
力
団
排
除
・
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
活
動
」
が
角
館
町
の
桜
ま
つ
り
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
団
体
か
ら
合
わ
せ
て
約
20
人

が
参
加
。
仙
北
市
観
光
大
使
で
あ
る
演
歌
歌

手
・
小
桜
舞
子
さ
ん
や
な
ま
は
げ
と
一
緒
に
、

桜
ま
つ
り
に
訪
れ
た
観
光
客
に
、
暴
力
団
排

除
や
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
啓
発
グ
ッ
ズ
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
な
が
ら
、
防
犯
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
観
光
客
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧

に
声
か
け
運
動
を
実
施
し
、
暴
力
団
排
除
の

「
３
な
い
運
動
プ
ラ
ス
１
」や
振
り
込
め
詐
欺
、

還
付
金
詐
欺
被
害
防
止
に
対
す
る
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

暴力団排除・特殊詐欺被害防止活動

雨模様の中、参加者は観光客に特殊詐欺被害防止などを呼びかけま
した。

　このほど、2017年春の叙勲受章者が発表され、仙北市からは元角館中学校校長の
西宮陽助氏が教育功労で瑞宝双光章を、元田沢湖町消防団副分団長の大山隆男氏と元
西木村消防団分団長の小林伍市郎氏が消防功労で瑞宝単光章を受章されました。

春 の叙勲

瑞
宝
単
光
章

西 宮 陽 助 氏
（80歳　角館町歩行町）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

（
消
防
功
労
）

大 山 隆 男 氏
（83歳　田沢湖梅沢）

小 林 伍 市 郎 氏
（78歳　西木町小山田）

元 田沢湖町消防団副分団長元 西木村消防団分団長

昭和 32 年西木村消防団に入
団。平成 7 年から平成 11 年ま
で分団長として分団をまとめ、
団員の育成強化に努めました。

昭和 32 年田沢湖町消防団に入
団。以来、42 年の永きにわた
り地域の防火・防災のリーダー
として尽力されました。

元 角館中学校校長

昭和 34 年から平成 9 年までの
永きにわたり教職を務め、子
どもたちの学力向上、教育発
展に貢献されました。

マ
ス
は
、
ゆ
っ
く
り
と
泳
ぎ
出
し
ま

し
た
。
田
沢
湖
畔
に
建
設
中
の
「
仙

北
市
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
」
で

は
、
水
槽
や
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置

な
ど
の
整
備
と
試
運
転
が
終
了
し
、

現
在
は
「
水
作
り
養
生
」
に
引
き
続
き

「
テ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
飼
育
」
の
最
中

で
す
。
そ
の
後
、
最
終
的
に
飼
育
環

境
を
確
認
し
、
６
月
中
旬
に
は
ク
ニ

マ
ス
を
同
未
来
館
に
搬
入
す
る
予
定

で
す
。
未
来
館
の
オ
ー
プ
ン
は
７
月

１
日
。
入
館
料
は
大
人
３
０
０
円
、

小
人
１
５
０
円
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　

５
月
10
日
、
北
秋
田
市
阿
仁
の
県

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
内
水
面
試
験
池

に
ク
ニ
マ
ス
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が

到
着
し
ま
し
た
。
前
日
の
午
後
５
時

に
山
梨
県
忍
野
村
の
山
梨
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
忍
野
支
所
を
出
発
し
た

10
尾
の
ク
ニ
マ
ス
は
、
１
尾
ず
つ
水

と
酸
素
を
詰
め
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
ら
れ
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
保

冷
剤
と
一
緒
に
納
め
ら
れ
て
運
搬
さ

れ
ま
し
た
。
試
験
池
の
研
究
員
が
施

設
内
の
ク
ニ
マ
ス
専
用
水
槽
に
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
を
運
び
、
水
温
を
な
じ
ま

せ
た
後
に
水
槽
内
に
放
さ
れ
た
ク
ニ

里
帰
り
へ
一
歩    

よ
う
こ
そ
ク
ニ
マ
ス

生きているクニマスは報道陣注目の的。5 月 10 日の朝、山梨県から
北秋田市に届いたクニマス。未来館のオープンが待ち遠しいですね。

西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
プ
ー
ル

わ
く
わ
く
浮
き
浮
き
教
室

　

５
月
11
日
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
の
温

泉
プ
ー
ル
で
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
水

中
運
動
教
室
「
わ
く
わ
く
教
室
」
が
開
催

さ
れ
、
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
講
師
の
指
導
の
も
と
、
腕
・

肩
な
ど
を
動
か
し
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
し
た
後
、上
半
身
を
動
か
し
な
が
ら
プ
ー

ル
内
を
歩
行
。
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

2
人
1
組
と
な
り
、
お
互
い
を
お
ん
ぶ
し

て
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
水
に
慣
れ
て
く
る
と
笑
い
声

も
出
て
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
メ

ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

皆さんも 8 月から始まる第 2 クールにぜひ参加してください。

ま
し
た
。

　

仙
北
市
か
ら
門
脇
市
長
、
今
野
則

夫
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
長
を
は
じ

め
関
係
者
６
人
が
総
会
に
出
席
し
、

代
表
の
今
野
会
長
に
登
録
認
定
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
登
録
認
定
書
の

写
し
は
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
、
角

館
駅
前
蔵
、
花
葉
館
に
掲
示
し
ま
す
。

　

お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

昨
年
12
月
に
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行

事
」
を
含
む
33
団
体
で
構
成
さ
れ
る

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」が
ユ
ネ
ス
コ
（
国

連
教
育
文
化
機
関
）
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
登
録
を
受

け
て
、
５
月
４
日
、
富
山
県
南
砺
市

城
端
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度

全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連
合
会
総

会
」
で
、宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官
か
ら
、

各
団
体
に
登
録
認
定
書
が
伝
達
さ
れ

「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」が
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
の
認
定
を
受
け
る

宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官
（
左
）
か
ら
今
野
則
夫
角
館

の
お
祭
り
保
存
会
長
（
右
）
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
の
登
録
書
（
レ
プ
リ
カ
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
仙
北
市
関
係
者
の
皆
さ
ん
。
門
脇
市
長
は

文
化
庁
か
ら
の
認
定
書
を
、
今
野
則
夫
角
館
の
お
祭

り
保
存
会
長
は
授
与
さ
れ
た
登
録
書
を
提
示
。
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生
涯
学
習
奨
励
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

生
涯
学
習
奨
励
員
と
は
、
地
域
住
民
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
学
習
活
動
を
奨
励
・
援

助
し
、
生
涯
学
習
を
活
発
に
す
る
た
め
に

設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
奨
励
員
の
皆
さ
ん
は
、
各
々
が
得
意
分

野
で
公
民
館
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通

じ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
ん
な
事
を
し
て
み
た
い
」「
体
験
し

て
み
た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
奨
励
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
奨
励
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　（
敬
称
略
　
新
＝
新
任
、
再
＝
再
任
）

5 月 11 日、生涯学習奨励員に委嘱状が交付されました。

【生涯学習奨励員】

会　長　　千 田 ミ ワ
副会長　　赤 川 和 子
副会長　　新 山 正 雄
委　員　　坂 本 邦 子
委　員　　髙 橋 幸 雄
委　員　　千 葉 　薫
委　員　　佐 藤 智 惠 子
委　員　　酒 井 　泉
委　員　　館 花 久 子
委　員　　黒 澤 美 鈴
委　員　　雲 雀 秀 人
委　員　　阿 部 栄 子
委　員　　門 脇 ト キ ヨ
委　員　　村 上 新 子
委　員　　伊 藤 キ ヨ 子

（田沢湖）再
（角　館）再
（西　木）再
（田沢湖）再
（田沢湖）再
（田沢湖）再
（田沢湖）新
（角　館）再
（角　館）再
（角　館）新
（角　館）新
（西　木）再
（西　木）再
（西　木）再
（西　木）新

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

桜
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

　

角
館
の
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
５
月

１
日
、
角
館
中
学
校
３
年
生
の
生
徒

が
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
、
桜

の
案
内
人
を
務
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

観
光
客
に
桜
の
魅
力
な
ど
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
学
習
で
身
に
つ
け
た

知
識
を
活
か
し
、観
光
ガ
イ
ド
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
は
班
ご
と

に
分
か
れ
、
外
国
人
の
観
光
客
に
積

極
的
に
英
語
で
話
し
か
け
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
す
る
な
ど
、

し
っ
か
り
と
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。

　角中生が頼もしい桜案内人

生徒たちは桜の歴史や種類、維持管理の仕方などについて、観光客
に詳しく説明しました。

各
地
の
特
産
品
が
大
人
気

　

角
館
の
桜
ま
つ
り
期
間
中
、
仙
北

市
と
の
姉
妹
都
市
・
連
携
交
流
都
市

（
長
崎
県
大
村
市
、
茨
城
県
常
陸
太
田

市
、秋
田
市
）の
物
産
展
が
４
月
29
日
、

30
日
と
市
役
所
角
館
庁
舎
前
の
特
設

テ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
村
市
名
物
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
皿

う
ど
ん
、
カ
ス
テ
ラ
や
常
陸
太
田
市

名
物
の
地
酒
や
菓
子
類
、
秋
田
市
か

ら
は
鰰
甘
露
煮
な
ど
、
地
元
で
し
か

手
に
入
ら
な
い
品
々
が
並
び
、
お
客

さ
ん
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　姉妹・連携交流都市で物産展

お目当ての特産品を買い求めるお客さんたち。

任期は平成 29 年 4 月 1 日から平成 31 年
3 月 31 日までとなっています。

エントリー受付中！

TAZAWAKOMARATHON
爽やかな湖畔の風を感じて走ろう！ 第32回田沢湖マラソン

今年の田沢湖マラソンは、9月17日㈰に開催されます。
市民の皆さんも健康づくりや自身へのチャレンジとして、ぜひご参加ください。
当日はコース周辺で交通規制が行われますので、ご協力をお願いします。
詳しくは、仙北市ホームページのイベント欄をご覧ください。

その他問合せ
田沢湖マラソン実行委員会事務局

（教育委員会スポーツ振興課内） ☎43-1116
E-mail  marason@city.semboku.akita.jp

エントリーについての問合せ

田沢湖マラソンエントリーセンター
（㈲ラップシステム内） ☎0463-35-6691

2017年9月17日[日]

エントリーの締切は

7月21日㈮

　

秋
田
県
の
人
口
が
、
こ
の
４
月
で
１
０
０
万

人
を
切
り
ま
し
た
。
東
北
６
県
の
中
で
最
も

少
な
く
減
少
ス
ピ
ー
ド
は
最
速
で
す
。
平
成
19

年
と
の
比
較
で
は
12
万
人
以
上
減
少
し
て
い
ま

す
。
仙
北
市
も
こ
の
間
で
約
４
千
人
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
増
加
の
高
齢
者
人
口
も
、

今
後
５
年
程
度
で
減
少
に
転
じ
ま
す
。
こ
う
な

る
と
人
口
減
少
は
さ
ら
に
加
速
し
ま
す
。

　

日
本
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
人
口
減
少
国
に
転

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
社
会
（
国
民
）
は
、
人

口
が
拡
大
し
経
済
成
長
を
続
け
た
時
代
の
意
識

の
ま
ま
で
す
。
も
ち
ろ
ん
市
役
所
な
ど
公
共

機
関
は
、
住
民
の
要
望
に
何
と
か
応
え
た
い
と

行
政
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
事
業

を
進
め
る
人
材
の
確
保
や
財
源
調
達
に
難
儀
し

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
現
在
の
仙
北
市
に

と
っ
て
重
要
な
行
政
課
題
は
、「
縮
小
す
る
地

域
社
会
で
あ
っ
て
も
、
市
民
の
暮
ら
し
が
成
り

立
つ
、
こ
こ
で
生
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
」
こ
と
で
す
。
昨
年
度

に
成
立
し
た
「
仙
北
市
総
合
戦
略
」
は
こ
の
方

向
付
け
を
基
本
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
業

振
興
に
よ
る
仕
事
づ
く
り
、
移
住
・
定
住
対
策
、

少
子
化
対
策
、
新
た
な
地
域
社
会
の
形
成
の
項

目
で
、
具
体
の
手
法
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
人

口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は
、
し
っ
か
り
と
数
値

に
基
づ
い
た
超
現
実
的
な
も
の
で
す
。

　

も
う
一
方
で
、
目
指
す
将
来
像
と
し
て
夢
の

事
業
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。
ク
ニ
マ
ス
の
養
殖

や
白
岩
焼
の
国
際
化
、
演
劇
大
学
の
可
能
性
調

査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
未
来
へ
の
種

ま
き
で
す
。
現
実
対
応
を
行
い
な
が
ら
夢
を
追

求
す
る
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
作
業
で
す
。
で

も
夢
が
な
け
れ
ば
成
長
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
夢
は
失
敗
の
積
み
重
ね
の
向
こ
う
側
で
し
か

叶
い
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
日
あ
る
新
聞
社
が
県
内
25
市

町
村
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
中
に
「
人
口
減
少
が
続
け
ば
自
治
体

は
単
独
で
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
消
滅
し
か

ね
な
い
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
か
」
の

問
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
自
由
記
述
で
次
の

よ
う
に
書
き
ま
し
た
。「
単
独
で
は
立
ち
ゆ
か

な
く
な
る
か
ら
自
治
体
が
消
滅
す
る
…
、
こ
の

考
え
方
は
余
り
に
直
線
的
で
は
な
い
か
。
自
治

体
運
営
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
行
政
改
革
、
市
民
協
働
で
の
コ
ス
ト
削

減
、
新
産
業
の
創
出
な
ど
、
自
治
体
の
存
続
に

向
け
た
努
力
を
放
棄
し
て
は
い
け
な
い
」
と
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
人
口
減
少
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

～
現
実
対
応
と
夢
の
追
求
～
』

No.117

まちづくり
日記

ゲストランナー

土佐礼子さん
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